
（
４
）

便
を
主
張
し
た
の
が
得
一
で
あ
る
。

「
開
三
顕
一
地
と
は
『
法
華
経
』
の
代
表
的
な
思
想
の
一
つ
で
あ
る
。
特
に
方
便
品
を
中
心
と
し
た
前
半
一
四
品
の
主
題
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
釈
尊
が
四
○
余
年
方
便
と
し
て
説
い
た
三
乗
（
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
）
の
差
別
的
教
え
を
開
い
て
、
平
等
の
真
実
一
仏
乗
（
法

華
経
）
に
帰
入
せ
し
め
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
が
、
そ
の
論
拠
は
方
便
品
の
「
十
方
仏
土
中
唯
有
一
乗
法
無
二
亦
無
三
除
仏
方

（
２
）
（
３
）

便
説
」
で
あ
り
、
法
師
品
の
「
此
経
開
方
便
門
。
示
真
実
相
。
」
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
一
乗
と
三
乗
と
の
関
係
は
、
か
っ
て
最
澄
と
得
一
と
の
間
で
「
三
一
権
実
論
争
」
と
し
て
大
問
題
と
な
っ
た
も
の
で
あ

る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
一
乗
真
実
三
乗
方
便
は
天
台
法
華
の
根
本
的
立
場
で
あ
る
。
こ
の
根
本
的
立
場
を
否
定
し
、
三
乗
真
実
一
乗
方

し
か
ら
ぱ
、
宗
祖
が
外
相
承
の
年

一
箇
の
興
味
あ
る
問
題
で
あ
ろ
う
。

宗
祖
が
外
相
承
の
師

周
知
の
よ
う
に
、
得
一
は
奥
州
会
津
に
住
桑
、
弘
仁
八
年
（
八
一
七
）
頃
か
ら
同
一
二
年
（
八
一
二
）
頃
ま
で
の
五
年
間
に
亘
っ
て
、

と
仰
ぐ
最
澄
を
真
向
か
ら
否
定
し
た
得
一
を
、
宗
祖
は
い
か
な
る
人
物
と
し
て
観
察
さ
れ
た
か
は
、

宗
祖
と
得
一

同
得
一
の
伝

Ｈ
は
じ
め
に

中
暁條
秀
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（
匡
凹
）

天
台
法
華
宗
の
祖
最
澄
と
の
間
で
、
三
乗
・
一
乗
権
実
に
関
す
る
大
論
争
を
展
開
し
た
法
相
宗
の
学
匠
で
あ
る
。

得
一
の
伝
で
最
も
確
実
な
も
の
は
、
最
澄
及
び
空
海
の
著
作
中
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
次
ぐ
も
の
が
、

『
私
聚
百
因
縁
集
』
（
正
嘉
元
年
’
一
二
五
七
・
愚
勧
住
信
）
、
『
元
亨
釈
書
』
（
元
亨
二
年
’
一
三
三
一
・
虎
関
師
錬
）
、
『
南
都
高

僧
伝
』
（
鎌
倉
末
期
？
・
著
者
不
明
）
、
『
尊
卑
分
脈
』
（
明
暦
二
年
’
一
六
五
六
・
洞
院
公
定
撰
）
、
『
東
国
高
僧
伝
』
（
貞
亨
五
年

’
一
六
八
八
・
高
泉
性
磁
）
、
『
本
朝
高
僧
伝
』
（
元
禄
一
五
年
’
一
七
○
二
・
卍
元
師
蛮
）
等
の
資
料
で
あ
る
。

ま
ず
こ
れ
ら
の
資
料
に
則
て
、
得
一
の
伝
の
素
描
を
試
ゑ
る
。
本
来
な
ら
ば
確
実
な
資
料
に
よ
っ
て
論
を
構
成
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ

の
資
料
が
極
め
て
乏
し
い
。
し
た
が
っ
て
、
い
わ
ば
二
次
的
資
料
と
で
も
い
う
べ
き
僧
伝
を
軸
に
し
て
、
確
か
な
資
料
が
あ
る
場
合
に
は

の
資
料
が
極
め
て
乏
し
い
。
し
た
韮

適
宜
そ
れ
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

と
あ
り
、
『
南
都
高
僧
伝
』

徳
一
菩
薩
。
恵
美
大
宮

と
記
す
の
で
あ
る
が
、
雲

脈
』
に
は
、

ク
ズ

恵
美
仲
麿
１
－
１
訓
儒

恵
美
仲
麿
‐

に
は
、

－

得
一
の
出
自
に
つ
い
て
、
『
私
聚
百
因
縁
集
』
に
は
、

（
６
）

左
大
臣
藤
原
ノ
卿
恵
美
ノ
第
四
男

帥
出
自

天
平
宝
字
二
八
廿
五

（
”
Ｊ
）

恵
美
大
臣
息
也
。

が
、
『
南
都
高
僧
伝
』

に
は
、

よ
り
や
や
早
い
成
立
と
思
わ
れ
る
『
元
亨
釈
書
』
に
は
何
の
記
述
も
な
い
。
さ
ら
に
『
尊
卑
分

(お8）



と
、
諸
書
は
恵
美
押
勝
の
息
男
説
を
伝
え
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
押
勝
の
息
と
す
る
説
に
薗
田
香
融
氏
は
「
徳
一
が
恵
美
押
勝
の
息
男
で

（
皿
）

あ
る
と
す
る
に
は
、
年
代
的
に
も
系
譜
的
に
も
す
こ
ぶ
る
疑
わ
し
い
」
・
と
の
否
定
的
な
意
見
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
逆
に
塩

と
、
そ
し
て
、
『
本
朝
高
僧
侯
（
、
）

慧
美
大
臣
仲
麻
呂
之
子
。

『
本
朝
高
僧
伝 －

１
徳
壱
菩
薩

（
８
）

な
お
こ
の
図
の
刷
雄
の
項
に
「
母
同
刷
雄
、
徳
一
菩
薩
是
也
、
一
説
云
刷
雄
是
也
云
云
」
と
い
う
頭
注
が
加
え
ら
れ
て
あ
る
。

と
あ
り
、
『
東
国
高
僧
伝
』
に
は

依
勅
姓

妹
内
加
恵
美
両
字
云

を（
中
略
）

天
平
宝
字
八
九
十
七

依
謀
叛
企
為
勅
命
被

謙
識
云
々
五
十
五

世
人
号
恵
美
大
臣（

一
回
》
）

不
し
詳
二
何
許
人
一
。

』
に
は
、

l l l
刷3辛〃薩：
雄ワ加力雄
知予

ｌ
湯
麿

Ｉ
真
光
苅
田
麿
射
殺
之

ア
サ
カ
リ

ー
朝
狩

マ
イ
ト

ー
真
久
以
上
四
人
依
父
縁
坐
被
訣
裁

(I59)



ひ
た
ち

入
亮
忠
氏
は
「
今
か
ら
七
百
年
程
前
に
常
陸
地
方
に
は
徳
一
法
師
は
押
勝
の
子
と
云
は
れ
て
ゐ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
南
都
高
僧
伝
に

も
恵
美
大
臣
の
息
と
云
う
て
ゐ
る
し
且
つ
異
説
と
し
て
も
確
実
な
も
の
が
な
い
以
上
徳
一
法
師
は
押
勝
の
息
と
し
て
差
支
な
い
と
思
ふ
の

（
胆
）

で
あ
る
。
」
と
、
肯
定
的
な
見
解
を
示
さ
れ
て
い
る
。

あ
る
。
」

得
一
の
誕
生
年
に
つ
い
て
の
資
料
は
一
切
な
い
。
た
だ
『
南
都
高
僧
伝
』
に
、

（
昭
）

天
長
元
年
七
月
廿
七
日
自
一
恵
日
寺
一
下
一
着
常
陸
国
一
・
年
七
十
六
。

と
の
一
文
に
注
目
し
て
み
る
と
、
得
一
が
恵
日
寺
か
ら
常
陸
国
に
下
着
し
た
天
長
元
年
（
八
二
四
）
に
、
得
一
の
年
令
が
七
六
才
で
あ
っ

た
と
し
て
み
る
と
、
天
平
勝
宝
元
年
（
七
四
九
）
生
れ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
た
だ
単
に
得
一
は
七
六
才
で
入
滅
し

た
と
の
見
方
も
で
き
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
文
だ
け
で
は
生
年
の
換
算
は
無
理
と
な
る
が
、
た
だ
言
え
る
こ
と
は
、
得
一
が
押
勝
の
子

で
天
平
勝
宝
元
年
生
れ
で
あ
る
と
す
る
と
、
押
勝
が
斬
首
に
処
さ
れ
た
の
が
天
平
宝
宇
八
年
（
七
六
四
）
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
時
得
一
は

一
五
才
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
法
敵
最
澄
（
神
護
景
雲
元
年
’
七
六
七
、
近
江
国
に
生
れ
た
。
）
よ
り
一
八
才
年
長
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
た
と
え
押
勝
が
誰
さ
れ
た
年
に
生
れ
た
と
し
て
も
、
最
澄
よ
り
最
低
三
年
の
年
長
で
あ
る
こ
と
は
明
言
で
き
る
。

（
お
）
！

と
あ
り
、
『
東
国
高
僧
伝
』
も
同
様
の
記
述
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
本
朝
高
僧
伝
』
に
、

（
躯
）

随
二
興
福
寺
修
円
僧
都
一
。
‐
票
一
法
相
旨
一
。

何
誕
生
年

㈱
学
系

得
一
がが

（
Ｍ
）

学
二
相
宗
子
修
円
一
。

興
福
寺
の
修
円
に
つ
い
て
法
相
教
学
を
学
ん
だ
こ
と
は
、
諸
伝
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
す
な
わ
ち
、
『
元
亨
釈
書
』
に
、

(160)



（
麹
）

門
弟
繁
興

と
述
べ
、
『
本
部

と
い
い
、
『
東
国
高
僧
伝
』
が
、

し
か
し
、
む
し
ろ
こ
れ
ら
の
こ
と
よ
り
も
、
得
一
の
師
承
に
つ
い
て
論
及
し
た
『
法
華
秀
句
』
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち

シ
ハ
ハ
ク
ト
ノ
ヲ
タ
ラ
ノ
ァ
ト
ィ
フ
ニ
シ
ハ
ハ
ヒ
ト
ノ
ー
セ
ヲ
シ
ハ
ハ
ノ
ト
フ
ム
ル
ニ

若
言
三
短
翻
票
二
師
説
一
。
未
し
知
。
師
師
伝
二
日
本
一
・
若
言
二
道
昭
及
智
通
一
・
古
記
之
中
示
二
其
文
一
・
若
言
二
古
徳
所
伝
語
一
・
不
し
足
し
令

ス

セ
ノ
ヲ
シ
ハ
《
ヒ
ト
ノ
ニ
シ
テ
シ
ク
ル
ソ
フ
ャ
リ
ト
ヶ
ル
シ
ハ
〈
ノ
ナ
リ
ト
セ
ヨ
ヲ
全
山
）

信
二
後
学
者
一
。
若
言
二
比
蘇
及
義
淵
一
。
自
然
智
宗
無
し
所
し
票
。
短
翻
何
言
し
有
し
票
。
短
翻
若
言
二
自
所
悟
一
・
早
速
捨
二
離
此
邪
見
一
ｏ

と
あ
る
。
つ
ま
り
こ
こ
に
は
、
道
昭
・
知
通
・
比
蘇
・
義
淵
の
名
を
挙
げ
、
得
一
の
学
系
が
こ
の
中
の
誰
の
系
統
に
属
す
か
を
質
問
し
て

い
る
。
こ
の
う
ち
道
昭
・
知
通
・
義
淵
の
三
人
は
、
い
ず
れ
も
奈
良
前
期
の
法
相
宗
の
代
表
的
学
匠
で
あ
り
、
比
蘇
（
道
辮
）
は
華
厳

（
釦
）

の
学
匠
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
禅
を
我
国
に
伝
え
た
人
物
で
あ
る
。
い
わ
ば
日
本
仏
教
の
黎
明
期
の
重
鎮
達
ば
か
り
で
あ
る
。
と
す
る

と
、
こ
の
こ
と
は
、
得
一
の
学
系
が
あ
ま
り
は
っ
き
り
し
た
も
の
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
最
澄
は
そ
の
点
に
つ
い
て
何
も
知
ら
な
か
つ

（
副
）

と
、
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
間
違
い
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
『
私
聚
百
因
縁
集
』
に
は
、
こ
れ
ら
の
僧
伝
と
異
な
っ
た
説
を
記
し
て

た
こ
と
を
示
す
よ
う
で
あ
る
。

次
に
門
弟
に
つ
い
て
『
元
吉
『
元
亨

い
る
。
ち
な
承
に
、
そ
れ
を
記
す
と
、

●
●
●

元
西
大
寺
ノ
沙
門
、
、
、
、
、
鬼
）

の
ご
と
く
で
あ
る
。
（
傍
点
注
意
）

（
理
）

門
葉
益
茂

‐
（
別
）

『
本
朝
高
僧
伝
』

釈
書
』
が
、

に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
ゑ
る
と
、
得
二
門
は
非
常
に
栄
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

●
●

（
”
）

（
中
略
）
、
、
、
、
、
得
一
ハ
修
因
和
尚
ノ
血
脈
ノ
弟
子
ナ
リ
。
（
傍
点
筆
者
）
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初
住
興
福
寺

と
記
し
て
あ
る
。

こ
ろ
で
あ
る
。
さ 。

と
こ
ろ
で
、
最
澄
が
『
守
護
国
界
章
』
に
、

ニ
リ
プ
ク
ス
一
忌
溺
）

麓
食
者
。
弱
冠
去
レ
都
。
久
居
一
二
隅
一

と
記
す
よ
う
に
、
得
一
は
二
○
才
前
後
位
で
辺
境
の
東
国
に
赴
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
得
一
の
境
遇
に
つ
い
て
最
澄
は
、

ク
シ
テ
ニ

ク

ゼ
（
鋤
）

居
住
遠
レ
京
。
明
匠
難
し
得
。
法
門
不
し
具
。

と
表
現
し
て
い
る
。
し
か
し
、
か
か
る
環
境
の
中
で
良
く
正
統
法
相
義
を
守
り
、
当
時
最
新
の
知
識
を
誇
る
最
澄
を
相
手
に
、
五
年
間
に

亘
る
大
論
争
を
戦
い
抜
い
た
暹
し
い
闘
魂
に
は
頭
が
下
る
思
い
が
す
る
。

と
い
い
、
『
本
朝
高
僧
伝
』
が
、

同
論
（
成
唯
識
論
）
同
異
補
閾
章
二
巻

と
あ
り
、
『
東
域
伝
灯
目
録
』
が
、

と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
よ
う
。

に
、

三
に
勉
学
の
場
所
で
あ
る
が
、
『
尊
卑
分
脈
』
に
よ
る
と
、

（
密
）

恵
日
羽
足
三
巻
評
柵
峠
燕
東

（
”
）

毎
）

住
二
東
大
寺
一
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
師
匠
が
修
円
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
興
福
寺
に
関
係
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
当
然
知
ら
れ
る
と

さ
ら
に
東
大
寺
に
も
関
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
目
録
類
等
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
『
注
進
法
相
宗
章
疏
』

（
顔
）

東
大
寺
徳
一
撰
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と
い
い
、
伝
尾
に
は
、

（
躯
）

賛
日
。
劒
標
厄
一
一
折
於
雪
風
一
・
於
レ
人
皆
繭
。
壱
公
難
二
名
師
一
也
。
触
一
迩
鱗
一
也
。

と
い
う
の
で
あ
る
。
周
知
の
ご
と
く
最
澄
が
法
華
十
識
を
初
め
て
講
じ
た
の
が
三
二
才
、
公
の
講
筵
を
張
っ
た
の
が
三
六
才
の
高
雄
講
経

の
時
で
あ
る
。
得
一
と
の
論
争
は
、
い
わ
ゆ
る
東
国
教
化
の
時
か
ら
で
あ
る
か
ら
、
最
澄
五
○
才
の
時
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
最
澄
よ
り

年
長
で
（
何
の
誕
生
年
の
項
参
照
）
、
そ
の
上
、
年
弱
冠
に
し
て
都
を
去
っ
た
得
一
が
、
三
一
論
争
が
原
因
と
な
っ
て
、
帝
意
に
触
れ
て

東
国
に
請
遷
さ
れ
た
と
は
同
意
し
が
た
い
。
し
か
も
、
こ
の
説
は
『
本
朝
高
僧
伝
』
の
み
に
あ
り
、
他
の
諸
書
に
は
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
『
本
朝
高
僧
伝
』
に
い
う
最
澄
難
破
説
は
、
恐
ら
く
著
者
で
あ
る
師
蛮
の
胸
臆
の
説
と
思
わ
れ
る
。

二
に
天
告
説
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
私
聚
百
因
縁
集
』
の
、

ル
ー
テ
ノ
ヲ

二
（
詔
）

然
得
二
天
告
一
修
二
行
東
州
一
云
云
。

得
一
が
東
国
に
移
住
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
様
々
な
説
が
あ
る
。
い
く
つ
か
紹
介
す
る
と
、
一
に
最
澄
難
破
説
、
二
に
天
告
説
、
三
に

反
乱
起
因
説
、
四
に
鹿
島
神
社
を
慕
っ
て
の
東
国
入
り
説
、
等
で
あ
る
。

ま
ず
最
澄
難
破
説
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
得
一
が
最
澄
を
難
破
し
た
た
め
に
天
皇
の
逆
鱗
に
触
れ
て
、
東
国
に
調
遷
さ
れ
た
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
そ
の
根
拠
と
な
る
も
の
は
、
『
本
朝
高
僧
伝
』
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
伝
は
、

（
副
）

嘗
作
二
法
華
新
疏
一
。
難
一
破
伝
教
一
．
相
徒
褒
称
。
其
性
真
率
。
偶
杵
一
靭
談
一
。
調
二
遷
東
土
一
。

と
い
う
の
が
根
拠
で
あ
る
。

㈲
東
国
隅
居

三
に
父
勝
押
の
反
乱
起
因
説
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
得
一
が
押
勝
の
息
で
あ
る
と
す
る
と
、
恐
ら
く
父
押
勝
の
反
乱
に
連
座
し
た
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四
に
茨
城
の
鹿
島
神
社
を
慕
っ
て
の
東
国
入
り
説
で
あ
る
。
こ
の
説
は
、
前
掲
の
塩
入
氏
の
「
徳
一
法
師
雑
考
並
に
伝
教
大
師
と
の
論

盆
）
争
」
に
見
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
春
日
鹿
島
神
が
法
相
擁
護
神
な
る
故
に
と
い
う
説
で
、
五
百
年
前
に
書
か
れ
た
『
神
明

鏡
』
に
記
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
と
し
て
、

徳
溢
大
師
内
麻
呂
恵
美
押
勝
申
セ
シ
其
子
也
。
法
相
宗
南
都
御
座
。
春
日
鹿
島
法
相
擁
護
神
御
ヌ
レ
ハ
ト
テ
。
常
州
鹿
島
下
。
筑
波

命
）

山
四
十
八
ヶ
所
霊
場
建
立
。
加
之
国
中
数
十
ケ
所
建
立
。

と
い
う
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
理
由
薄
弱
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
良
く
考
え
て
ゑ
る
に
、
若
く
し
て
辺
境
に
移
住
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
上
述
の
四
説
以
外
の
何
か
特
別
の
事
情
が
あ
っ
た
た

め
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
筆
者
の
抱
く
得
一
像
の
一
端
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
恐
ら
く
当
時
の
南
都
の
仏
教
に
飽
き
足
ら
ず
、
東
国
の
自
由
清

新
な
新
天
地
に
、
法
権
の
真
面
目
を
再
建
し
よ
う
と
し
て
、
東
国
入
り
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
も
の
で
あ
る
。

が
ゆ
え
に
、

宗
脈
記
』
の

得
一
の
建
立
し
た
寺
院
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
も
の
は
、
塩
入
亮
忠
氏
の
調
査
に
よ
る
と
、
福
島
県
を
中
心
に
、
茨
城
・
山
形
・
栃
木
な

（
初
）

ど
の
四
県
に
亘
り
、
三
一
ヶ
寺
に
の
ぼ
る
。

と
こ
ろ
で
、
得
一
の
梵
宇
草
創
に
つ
い
て
諸
書
を
一
瞥
す
る
と
、
ま
ず
『
私
聚
百
因
縁
集
』
が
、

で
あ
る
。

㈹
梵
宇
草
創

（
汎
）

筑
波
東
土
先
徳
菩
薩
。
恵
美
大
臣
之
子
故
流
二
子
東
士
一
・

子
で
あ
る
得
一
は
東
国
に
移
居
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
説
の
典
拠
は
、
亨
保
三
年
（
一
七
一
八
）
成
立
の
『
諸
嗣
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と
、
『
本
朝
高
僧
伝
』
が
、

（
侭
）

開
一
常
州
築
波
山
一
。
、
、
、
、
、
多
建
二
梵
宇
一
。
、
、
、
、
、
以
二
某
年
一
終
二
於
慧
日
寺
一
。

と
、
得
一
が
筑
波
山
寺
（
茨
城
県
筑
波
郡
筑
波
町
、
別
名
筑
波
山
中
禅
寺
）
と
恵
日
寺
（
福
島
県
耶
麻
郡
磐
梯
町
）
を
開
創
し
た
こ
と
を

記
す
と
と
も
に
、
得
一
の
終
焉
の
地
が
恵
日
寺
で
あ
る
こ
と
も
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
二
ヶ
寺
以
外
の
諸
寺
の
建
立
に
つ
い
て
、

前
述
の
『
本
朝
高
僧
伝
』
が
「
多
建
二
梵
宇
こ
と
い
い
、
『
私
聚
百
因
縁
集
』
が
「
就
レ
中
常
ト
奥
ノ
両
陸
ノ
境
殊
二
盛
也
」
と
述
べ
、

と
、
『
尊
卑
分
脈
』
が
、

關
二
常
州
築
波
山
寺
一
。

と
、
『
南
都
高
僧
伝
』
が
、

と
い
い
、
『
元
亨
釈
書
』
が
、

と
、
『
東
国
高
僧
伝
』
が
、

（
他
）

居
二
常
州
築
波
山
寺
一
。
心
、
、
、
、
（
中
略
）
、
、
、
、
、
後
終
一
子
慧
日
寺
一
・

レ
ニ

ヒ
タ
チ
ム
ツ
ノ
オ
ヶ

イ
恥
ハ
シ

然
得
一
ノ
建
立
ノ
伽
藍
諸
国
二
多
シ
。
就
レ
中
常
卜
奥
ノ
両
陸
ノ
境
殊
二
盛
也
。
奥
州
会
津
石
梯
山
二
建
二
立
ス
清
水
説
墨
溌
．

入

大
同
元
年
。
丙
戊
・
平
城
天
王
九
年
也
。
従
二
爾
時
一
今
至
二
正
嘉
元
年
丁
巳
一
・
四
百
五
十
余
年
ナ
リ
。
其
時
二
彼
ノ
寺
ヲ
付
二
属
弟

二
ケ
ナ

ラ
ハ
イ
ハ
ハ
シ
ｏ
ｒ

子
一
。
名
云
二
今
与
一
爾
時
有
一
二
首
ノ
詠
歌
一
。
縁
有
我
亦
今
与
石
梯
ノ
山
ノ
脚
ノ
清
水
ノ
寺
云
云
。
今
ノ
世
ニ
ハ
此
ノ
寺
ヲ
〈
号
一
恵

ナ

ア
う
一
一
魂
）

日
寺
一
・
従
レ
其
出
二
常
陸
ノ
国
。
建
二
中
禅
寺
一
。
処
々
建
立
ノ
寺
々
草
創
不
し
遅
一
羅
繊
一

（
紐
）

後
住
一
奥
州
恵
日
寺
一
・

（
側
）

徳
一
寺
常
陸
国
御
建
立
。
山
寺
名
一
甲
禅
寺
一
。
云
云

（
調
）

、
、
、
、
、
（
中
略
）
、
、
、
、
、
終
二
慧
日
寺
一
・
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得
一
の
入
寂
地
・
寂
年
に
つ
い
て
の
確
説
を
求
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
ず
入
寂
地
で
あ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
『
元
亨
釈

書
』
・
『
尊
卑
分
脈
』
す
『
東
国
高
僧
伝
』
・
『
本
朝
高
僧
伝
』
等
一
致
し
て
、
恵
日
寺
を
入
寂
地
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
恵
日
寺
と
い

う
寺
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
現
在
の
福
島
県
い
わ
き
市
の
恵
日
寺
、
他
は
前
述
の
会
津
磐
梯
町
の
恵
日
寺
で
あ
る
。
し
か
し
、
諸
書
に
い

風
）

う
恵
日
寺
と
は
、
現
在
得
一
の
墓
の
あ
る
磐
梯
町
の
恵
日
寺
を
指
す
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

次
に
寂
年
で
あ
る
が
、
前
述
し
た
『
南
都
高
僧
伝
』
に
い
う
「
七
十
六
」
を
正
し
い
と
仮
定
し
、
得
一
の
父
押
勝
伏
訣
の
年
に
生
れ
た

と
し
て
ふ
る
と
、
承
和
六
年
（
八
三
九
）
の
入
寂
と
な
る
。
こ
れ
と
て
も
仮
の
計
算
で
あ
っ
て
明
瞭
で
は
な
い
。

と
し
て
ふ
る
と
、

塩
入
氏
の
調
査
に
よ
っ
て
明
白
な
ご
と
く
、
事
実
そ
の
地
域
に
多
数
の
寺
が
建
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

㈹
生
活
態
度

得
一
の
日
常
皿

が
得
一
に
送
っ
。

得
一
の
日
常
生
活
は
戒
律
を
守
っ
て
、
道
風
高
潔
、
極
め
て
厳
し
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
弘
仁
六
年

が
得
一
に
送
っ
た
書
状
「
高
野
雑
筆
集
・
陸
州
の
徳
一
宛
」
に
よ
る
と
、

ノ
如
タ
リ
シ
テ
“
し
ワ
テ
ワ
ー
ク
テ
｜
ア
テ
ヲ
シ
ヲ
（
妬
）

ク
ナ
ク
タ

間
道
徳
一
菩
薩
。
戒
珠
氷
玉
智
海
泓
澄
。
斗
薮
離
し
京
振
レ
錫
東
往
。
始
建
二
法
橦
一
開
二
示
衆
生
之
耳
目
一
。

と
あ
る
に
よ
っ
て
明
瞭
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
他
の
諸
書
に
あ
っ
て
も
、
例
え
ば
『
元
亭
釈
書
』
が
、

（
網
）

而
嫉
二
沙
門
荘
侈
一
鹿
食
弊
衣
括
然
自
怡
。

と
、
『
東
国
高
僧
伝
』
が
、

道
風
高
潔
。
、
、
、
、

と
、
『
本
朝
高
僧
伝
』
が
、

㈹
寂
地
寂
年

一
ラ
テ
《
”
）

、
行
二
杜
多
行
一
・
弊
衣
破
履
。
蓄
食
蕊
葵
晏
如
也
。

（
八
一
五
）
の
空
海
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で
、
奈
向

（
約
）

書
』
・

れ
、
民
垂

で
あ
る
。

（
妃
）

悪
二
僧
華
侈
一
。
常
修
二
杜
多
一
。
麻
衣
蕾
食
。
括
然
自
居
。

と
あ
る
よ
う
に
、
箆
食
弊
衣
で
、
僧
徒
の
華
侈
を
悪
み
、
常
に
杜
多
を
行
じ
、
怡
然
晏
如
た
る
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
、
得
一
の
著
述
の
断
片
か
ら
推
測
し
て
も
、
意
志
の
強
い
、
博
学
深
智
、
徳
化
の
深
広
は
恐
ら
く
右
に
出
る
者
は
な
い
程
の
材

で
、
奈
良
末
期
か
ら
平
安
初
頭
の
仏
教
界
を
代
表
す
る
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
『
元
亨
釈

（
約
）
（
駒
）
（
風
）
（
艶
）

書
』
・
『
尊
卑
分
脈
』
・
『
東
国
高
僧
伝
』
・
『
本
朝
高
僧
伝
』
等
に
あ
る
よ
う
に
、
死
後
も
「
全
身
不
し
壊
」
と
い
う
伝
承
が
信
じ
ら

〈
認
）
（
副
）

れ
、
民
衆
の
教
化
に
力
を
尽
し
、
土
民
が
大
い
に
貴
ん
で
「
菩
薩
」
と
、
あ
る
い
は
、
「
大
師
」
と
称
し
た
こ
と
も
首
肯
で
き
る
と
こ
ろ

得
一
は
ｚ

り
で
あ
る
。

㈱
異
称

得
一
は
そ
の
実
名
だ
け
で
も
種
々
の
字
を
以
て
書
か
れ
、
か
つ
、
異
称
も
多
い
。
今
、
不
十
分
な
が
ら
そ
れ
ら
を
ま
と
め
る
と
左
の
通

(I67)

徳

一

異
称

真
言
宗
未
決
文
日
本
大
蔵
経
五
’
六
二
五

諸
嗣
宗
脈
記
上
’
一
五
嫡
蜂
雄
韮
大
学
図
書

元
亨
釈
書
〃
五
一

本
朝
高
僧
伝
〃
一
○
九

法
華
開
示
抄
日
仏
全
二
四
三

松
野
殿
御
消
息
定
遺
二
四
二

出
典

得

一

異
称

一
乗
要
決
恵
全
二
’
一
○
・
六
一

観開顕五私
心目誇教聚
本抄法章百
尊 抄通因
抄 路縁
記集

〃〃定大日
遺正仏

七五二蔵全
○五五経一
八八七七二

● 二九
六 ’
○ 三
八 三

九

出
典



以
上
が
得
一
の
伝
の
素
描
で
あ
る
。

(168)

徳
一
大
徳

得
一
大
師

徳
一
大
師

徳
壱
菩
薩

徳
一
菩
薩

溢
和
上

徳
溢

得

一

法
華
行
者
値
難
事
定
遺
七
九
七

私
聚
百
因
縁
集
日
仏
全
一
二
九

持
法
華
問
答
抄
定
遺
二
七
七

行
敏
訴
状
御
会
通
〃
四
九
八

法
華
初
心
成
仏
抄
〃
一
四
一
八

尊
卑
分
脈
大
系
四
一
八

高
野
雑
筆
集
弘
全
三
’
五
六
五
・
五
六
六

南
都
高
僧
伝
日
仏
全
七

尊
卑
分
脈
大
系
四
一
八

守
護
国
界
章
伝
全
二
’
一
五
二

一
乗
要
決
恵
全
二
’
一
○

曽
谷
入
道
殿
許
御
書
定
遺
九
○
六
・
九
○
七

撰
時
抄
〃
一
○
三
七
・
一
○
三
八

秀
句
十
勝
抄
〃
二
三
六
一

断
簡
七
七
〃
二
五
○
六

一

一

師

新
法
蔵
師

誇
法
者

悪
法
相
師

北
轤
者

短
翻
者

鹿
食
者

法
華
開
示
抄
日
仏
全
一
九
○

一
乗
要
決
恵
全
二

た
と
え
ば
、
一
○

、
一
一
・
一
四
○

・
一
四
三
等
で
あ

る
◎

守
護
国
界
章
伝
全
二
’
一
八
七

守
護
国
界
章
伝
全
二

た
と
み

一
一
●
一
一

四
九
・

一
ハ
ー
ニ
ー ＝え

ぱ
、
一
五

一
○
・
四

四
六
三
・

等
で
あ
る

照
権
実
鏡
伝
全
二
’
一

決
権
実
論

伝
全
二

た
と
え

五
・
六

○
一
・

で
あ
る
。

ぱ
、
六
八

九
一
・
七

七
一
四
等

法
華
秀
句
伝
全
三

特
に
七
一
～
一
○

九
の
間
に
こ
の
語

が
多
い
。

（
頁
数
は
省
く
）

守
護
国
界
章
伝
全
二

法
華
去
惑
伝
全
二

法
華
秀
句
伝
全
三
一
－

を
見
る
と
、
あ
ら

ゆ
る
と
こ
ろ
に
こ

の
語
が
あ
っ
て
、

枚
挙
に
い
と
ま
が

な
い
。
（
頁
数
は

省
く
）



㈲
得
一
の
著
作

（
弱
）

得
一
の
著
作
と
し
て
現
存
す
る
も
の
は
、
真
言
密
教
の
教
理
へ
の
疑
問
を
提
示
し
た
『
真
言
宗
未
決
文
』
一
巻
の
象
で
、
他
は
総
て
散

逸
し
て
残
念
な
が
ら
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
最
澄
・
源
信
の
著
に
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
、
さ
ら
に
『
注
進
法
相
宗
章
疏
』
、

『
東
域
伝
灯
目
録
』
、
『
諸
宗
章
疏
録
』
な
ど
の
目
録
類
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
等
に
よ
っ
て
、
得
一
の
著
作
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

で
は
、
こ
れ
ら
を
整
理
し
な
が
ら
、
そ
の
出
典
を
含
め
て
得
一
著
作
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

(169)

8 7 6 5 4 3 2 1
番
号

中
辺
義
鏡
残

義
鏡
要
略

へ

9
ｰ中
辺
義
鏡
（
章
）

仏
性
抄

法
華
新
疏

同
経
権
文

同
経
肝
心

同
経
（
妙
法
蓮

華
経
）
要
略

謡
名

二
○
｜
法
華
開
示
抄

（
日
仏
全
一
九
○
）

七
巻
ま

た
は
七

巻
以
上

法全抄

七
Ｃ
）
一
乗
仏
性
慧
日

一
八
六
）
一
乗
要
決
（
恵

’
一
四
三
）

三

守
護
国
界
章
（
伝
全
二
’
一
五
二
・
二
三
四
・

六
二
六
・
六
四
六
）
決
権
実
論
（
伝
全
二
’
六

九
九
・
七
一
九
）

（
。
，
。
）

照
権
実
鏡
（
伝
全
二
’
二
）

一

四

東
国
高
僧
伝
（
日
仏
全
七
四
）

一
一
一

一 三

五
教
章
通
路
記
（
大
正
蔵
経
七
二
’
三
三
九
’

三
四
○
）

巻
数

典
拠

○
一
○
’
○

－

○
一
○

○
’
1

1

－－

－－－

○

○
一

ヘ
ー

○憲
一

○

一一

○

了
当

疏相注
宗法
章進
一一一

へ

2
…

東
城
伝

灯
目
録

へ

3
曹

諸
宗
章

疏
録

○
’
○

○

○



日
仏
全
三
一
・
三
七

『
寧
楽
仏
教
史
論
』
（
三
九
○
）

『
日
本
仏
教
史
講
話
』
（
六
五
一

『
新
時
代
の
伝
教
大
師
の
研
究
』

『
教
理
と
史
論
』
（
一
九
七
）

『
日
本
唯
識
思
想
史
』
（
三
○

(170)

18
－

羽
翼

（
？
』
一
秀
句
十
勝
抄
（
定
二
三
六
○
’
一
）

一

一

｜

’

（
○
印
は
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
る
も
の

ー

17

止
観

論

一

守
護
国
界
章
（
伝
全
二
’
三
一
○
’
三
四
七
）

一
一

聡
一
真
言
宗
未
決

一

（
真
蹟
現
存
）

○

○

○

15
－

寛同
論
（
起
信

狭
章

論
当

一
一
一

○

○

○

○

○

皿
一
銀
鱗
鐸
繩
職
》

一
一

○

○

○

○

（
十
二
巻
）

○

○

過
一
（
熊

問
答

二

○

○

○

○

○

○

勉
一
（
鯉
相
了
義
灯

一
一

一
乗
要
決
（
恵
全
二
’
六
一
）

○

○

○

○

○

○

○

ｎ
一
通
破
四
教
章

一

○

○

○

○

○

○

○

10

遮
異
見
章

三

鍵
諦
罐
鈴
屍
奉

仏
全
二
四
三
）

全
二
’
六
九
九
・
七
一
九
）
法

三
’
七
○
）
法
華
開
示
抄
（
日

○

○

○

○

○

○

○

○

9

（
刑
）慧
日
羽
足

三

議
驚
霊
壱
句
歎
隷
甦
蔑
蕊

二
’
一
○
．
一
四
○
’
二
）

○

○

○

○

○

○

○

○



普
通
に
は
１
～
焔
ま
で
の
一
六
部
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
ら
の
他
に
田
村
晃
祐
氏
は
「
私
は
、
徳
一
の
『
止

観
論
』
を
、
一
部
の
著
作
と
認
め
て
よ
い
と
思
う
。
こ
れ
は
『
守
護
国
界
章
』
の
中
に
全
文
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
従
っ
て
、
徳
一
の

『
中
辺
義
鏡
』
の
中
に
全
文
引
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
、
一
著
書
と
認
め
て
よ
い
だ
け
の
ま
と
ま
っ
た
も
の
で
あ

弱
）
る
。
」
と
、
『
止
観
論
』
を
著
書
の
一
つ
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
と
す
る
と
、
得
一
の
著
作
は
計
一
七
部
が
伝
え
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
が
、
も
と
よ
り
こ
の
多
数
の
著
書
が
事
実
あ
っ
た
か
ど
う
か
確
か
め
難
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
い
え
ば
、
宗
祖
の

（
釘
）

『
秀
句
十
勝
抄
』
の
「
仏
説
已
顕
真
実
勝
一
」
の
末
尾
の
割
り
書
き
の
と
こ
ろ
に
、
「
得
一
羽
翼
三
巻
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
も
し
宗
祖

が
い
う
よ
う
に
得
一
に
『
羽
翼
』
と
い
う
著
が
あ
っ
た
と
す
る
と
、
計
一
八
の
著
書
を
数
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
『
秀
句

（
銘
）

十
勝
抄
』
の
「
得
一
羽
翼
三
巻
。
七
教
二
理
四
証
二
理
」
の
記
述
が
問
題
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
『
法
華
秀
句
』
は
「
十
教
二
理
破
・

四
証
二
理
破
」
で
あ
っ
て
、
「
七
教
」
で
は
な
い
。
で
は
、
な
ぜ
宗
祖
は
「
七
教
」
と
記
さ
れ
た
の
か
。
「
七
教
二
理
・
四
証
二
理
」
は

『
守
謹
国
界
章
』
に
あ
る
得
一
の
『
中
辺
義
鏡
』
の
説
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
異
な
る
『
羽
翼
』
と
な
ぜ
記
さ
れ
た
の

（
Ｑ
》
）

へへへ

121110
章一一

『
東
城
伝
灯
目
録
』
に
は
『
中
辺
義
鏡
』
と
な
っ
て
い
て
、
「
章
」
の
字
は
な
く
、
ま
た
、
「
又
云
恵
日
義
鏡
」
と
記
し
て
い
る
。
な
お

最
澄
の
著
作
に
引
用
さ
れ
る
場
合
は
、
『
義
鏡
章
』
（
伝
全
三
’
七
○
膏
『
奥
州
義
鏡
』
（
伝
全
二
’
六
三
○
、
『
義
鏡
』
（
伝

全
二
’
六
四
六
）
、
『
中
辺
義
鏡
』
（
伝
全
二
’
一
五
二
・
六
九
九
・
七
一
九
）
、
『
会
津
章
』
（
伝
全
二
’
三
一
西
）
と
記
さ
れ
て
い

ｚ
》
。『
注
進
法
相
宗
章
疏
』
に
は
『
同
恵
日
羽
足
三
巻
』
と
記
し
て
あ
る
が
、
こ
の
場
合
の
同
と
は
『
能
顕
中
辺
慧
日
論
』
を
い
う
。

『
東
城
伝
灯
目
録
』
は
『
補
慧
日
論
』
と
細
注
し
て
あ
る
。

書
名
の
同
は
『
法
相
了
義
灯
』
を
指
す
が
、
「
守
護
国
界
章
十
九
巻
股
澄
」
と
の
注
が
『
東
城
伝
灯
目
録
』
に
あ
る
。

な
お
本
表
は
田
村
晃
祐
氏
の
「
徳
一
著
作
考
」
（
七
八
二
’
三
『
伝
教
大
師
研
究
』
所
収
）
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
こ
と
を
付
記

す
る
。

(I7I)



最
澄
と
得
一
と
の
論
争
の
最
大
の
争
点
は
仏
性
問
題
で
あ
る
。
得
一
は
解
深
密
経
・
聡
伽
論
等
を
所
依
の
経
典
と
定
め
る
法
相
唯
識
の

学
説
を
持
し
、
仏
性
論
に
つ
い
て
は
五
性
各
別
の
説
を
立
て
、
三
乗
差
別
が
真
実
で
あ
る
と
説
い
て
、
般
澄
の
一
乗
平
等
・
悉
有
仏
性
説

を
真
向
か
ら
否
定
し
た
の
で
あ
る
。
再
言
す
れ
ば
、
得
一
の
思
想
的
立
場
は
、
法
相
宗
の
伝
統
的
教
学
で
あ
る
三
乗
説
に
立
脚
し
て
、
五

性
各
別
説
を
と
り
、
定
性
二
乗
や
無
性
有
情
の
不
成
仏
を
認
め
、
『
法
華
経
』
は
不
定
性
の
二
乗
の
者
を
大
乗
へ
引
き
上
げ
る
た
め
の
方

便
と
し
て
説
か
れ
た
経
典
で
あ
る
の
で
、
権
経
で
あ
る
と
の
立
場
に
立
ち
、
天
台
的
な
一
乗
思
想
を
否
定
し
、
一
乗
説
は
方
便
で
あ
る
と

こ
こ
で
順
序
か
ら
い
え
ば
、
最
澄
の
得
一
観
を
述
べ
て
後
、
宗
祖
の
得
一
観
へ
と
移
る
の
が
妥
当
の
よ
う
に
思
う
が
、
前
者
に
つ
い
て

は
何
れ
述
べ
る
機
会
が
あ
ろ
う
か
ら
、
今
は
後
者
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

考
え
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
本
来
な
ら
ば
両
者
の
主
張
を
そ
れ
ぞ
れ
列
挙
し
、
論
争
の
経
過
及
び
得
一
の
教
学
の
一
班
を
窺
う
べ
き
で
あ
る
が
、
紙
巾
が
許

さ
な
い
の
で
省
く
。
な
お
得
一
の
華
厳
及
び
真
言
密
教
批
判
等
に
つ
い
て
も
別
の
機
会
に
譲
る
。

か
、
疑
問
が
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
考
え
て
承
る
に
、
字
ず
ら
が
、
音
便
が
、
得
一
の
『
慧
日
羽
足
』
に
最
も
似
て
い
る
か

ら
、
そ
れ
の
誤
字
か
、
そ
れ
と
も
他
に
『
羽
翼
』
と
い
う
著
書
が
あ
り
、
『
中
辺
義
鏡
』
の
説
を
そ
の
ま
ま
再
録
さ
れ
た
も
の
か
、
こ
れ

（
弱
）

ま
た
疑
問
が
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

国
宗
祖
の
得
一
観

四
得
一
の
教
学

(〃2）



宗
祖
の
得
一
研
究
の
テ
キ
ス
ト
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
は
、
主
と
し
て
『
守
護
国
界
章
』
と
『
法
華
秀
句
』
、
そ
れ
に
『
天
台
宗
遮
那

（
釦
）
（
団
）

経
業
破
邪
弁
正
記
』
（
天
仁
二
年
’
二
○
九
・
薬
濤
、
以
下
『
破
邪
弁
正
記
』
と
い
う
）
の
三
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
、
遺
文

中
に
あ
ら
わ
れ
た
得
一
関
係
の
も
の
を
検
討
し
て
み
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

－

㈹
宗
祖
の
得
一
研
究

(〃3）

法
華
行
者
値
難
事

七
九
七

守
護
国
界
章
（
伝
全
二
’
一
八
六
・
一
九
五
）
の
引
用
。

観
心
本
尊
抄

七
○
八

守
護
国
界
章
（
伝
全
二
’
一
八
六
・
一
九
五
）
の
引
用
。

開
目
抄

五
五
八
一
守
謹
国
界
章
（
伝
全
二
’
一
八
六
・
一
九
五
）
の
引
用
ｏ

六
○
八
－

〃

行
敏
訴
状
御
会
通

四
九
八
一
守
護
国
界
章
（
伝
全
二
’
五
九
三
・
六
五
二
～
三
）
、
法
華
秀
句
（
伝
全
三
’
四
三
～
四
）

一
の
取
意
。

持
法
華
問
答
抄

二
七
七

守
護
国
界
章

の
取
意
と
、

（
伝
全
二
’
五
九
三
・
六
五
二
～
三
）
、
法
華
秀
句
（
伝
全
三
’
四
三
～
四
）

破
邪
弁
正
記
（
天
全
一
九
こ
の
引
用
。

顕
誌
法
抄

二
五
七

守
護
国
界
章
（
伝
全
二
’
五
九
三
）
の
取
意
。

遺
文

定
遺

出
典



章
』
の
四
書
を
、
最
澄
の
著

例
宗
祖
の
得
一
行
跡
知
識

宗
祖
の
得
一
著
作
関
係
の
読
書
は
、
既
述
の
『
秀
句
十
勝
抄
』
の
「
得
一
羽
翼
三
巻
」
と
い
う
一
文
を
除
い
て
他
に
は
見
ら
れ
な
い
。

こ
れ
以
外
の
読
書
に
つ
い
て
は
、
宗
祖
の
最
澄
著
作
の
読
書
範
囲
中
、
三
一
権
実
論
争
に
関
連
す
る
も
の
を
検
討
す
れ
ば
、
自
然
に
答
が

導
き
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
論
争
に
係
わ
る
般
澄
の
著
は
、
『
守
護
国
界
章
』
（
た
だ
し
、
『
法
華
己
惑
』
四
巻
は
『
守
護
国

（
鼬
）

界
章
』
の
中
巻
と
同
文
で
あ
る
。
）
・
『
法
華
秀
句
』
・
『
照
権
実
鏡
』
・
『
決
権
実
論
』
の
四
書
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
前
述
し
た
得

一
の
一
六
部
乃
至
一
七
部
、
あ
る
い
は
一
八
部
あ
る
著
作
中
、
宗
祖
は
『
仏
性
抄
』
・
『
中
辺
義
鏡
章
』
・
『
慧
日
羽
足
』
・
『
遮
異
見

（
縄
）

章
』
の
四
書
を
、
最
澄
の
著
書
を
通
し
て
、
完
全
な
姿
と
は
い
え
な
い
が
、
読
書
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

得
一
研
究
は
、
最
澄
と
い
う

何
宗
祖
の
得
一
著
作
読
書

以
上
の
よ
う
に
、
宗
祖
の
得
一
に
関
し
て
の
記
述
は
、
前
に
掲
げ
た
三
書
を
拠
と
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
宗
祖
の

一
研
究
は
、
最
澄
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
の
研
究
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

(I74)

断
簡
七
七

二
五
○
六
－

不
明
◎

へ

細
か
い
内
容
に
つ
い
て
は
指
定
の
遺
文
・
出
典

を
参
照
し
て
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ー

秀
句
十
勝
抄

二
三
六
○
～
一

法
華
秀
句
（
伝
全
三
’
三
・
四
三
～
四
・
四
五
～
六
）
の
引
用
。

。

法
華
初
心
成
仏
抄

一
四
一
八
一
法
華
秀
句
（
伝
全
三
’
二
五
二
）
の
応
用
と
、
破
邪
弁
正
記
（
天
全
一
九
一
）
の
引
用
。

松
野
殿
御
消
息

四

一

破
邪
弁
正
記
（
天
全
一
九
一
）
の
引
用
。

撰
時
抄
’

一
○
三
七
～
八
’一

守
護
国
界
章
（
伝
全
二
’
一
八
六
・
一
九
五
）
の
引
用
と
、
破
邪
弁
正
記
（
天
全
一
九
一
）

の
引
用
。



宗
祖
の
得
一
に
関
す
る
行
跡
知
識
は
極
め
て
貧
弱
で
あ
る
。
そ
の
証
拠
に
、
既
述
の
得
一
の
伝
と
比
較
し
な
が
ら
論
を
進
め
る
と
明
瞭

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
出
自
・
誕
生
年
・
学
系
・
東
国
隅
居
・
梵
宇
草
創
・
寂
地
寂
年
・
生
活
態
度
等
に
つ
い
て
対
比
し
て
承
る
と
、
出

自
・
誕
生
年
に
つ
い
て
の
言
及
は
一
切
な
い
が
、
た
だ
『
行
敏
訴
状
御
会
通
』
に

東
国
隅
居
に
つ
い
て
は
、
『
顕
誇
法
抄
』
に
、

と
述
べ
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
得
一
が
シ
ナ
の
窺
基
の
教
学
の
流
れ
を
汲
む
者
で
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
あ

と
述
べ
、
得
一
の
活
躍
年
代
を
記
し
て
い
る
。

学
系
に
つ
い
て
は
『
持
法
華
問
答
抄
』
に
、

と
記
さ
れ
る
の
象
で
あ
る
。

と
、
『
行
敏
訴
状
御
会
通
』
に
、

ノ

命
）

ノ

〆
畠

（
師
）

る
。

梵
宇
草
創
・
寂
地
寂
年
・
生
活
態
度
等
に
つ
い
て
は
何
の
記
述
も
な
い
。

㈲
宗
祖
の
得
一
批
判

ま
ず
宗
祖
は
得
一
を

（
“
）

延
暦
大
同
弘
仁
之
比

南
都
徳
一
大
師

（
鰯
）

此
は
法
相
宗
の
人
也
。

（
館
）

東
土
の
得
一

「
一
乗
方
便
三
乗
真
実
説
」
の
誇
法
者
と
し
て
の
認
識
で
あ
る
。
例
え
ば
『
曽
谷
入
道
殿
許
御
書
』
に
、

(175)



《
カ
ソ
ャ
テ
ル
ノ
ラ
ニ
フ
モ
ル
ノ
ノ
ク
ワ
（
鍵
）

咄
哉
智
公
。
汝
是
誰
弟
子
○
以
下
不
し
足
二
三
寸
一
舌
根
上
。
而
誇
二
覆
面
舌
之
所
し
説
教
時
一
・

の
文
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
本
来
の
意
味
は
、
法
相
宗
の
重
要
経
典
で
あ
る
『
解
深
密
経
』
を
、
智
頭
が
「
仏
の
真
意
を
説
い
た
経

（
闘
）

典
で
は
な
い
」
と
判
釈
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
得
一
が
智
頭
に
反
論
罵
署
し
て
の
一
節
で
あ
る
。
こ
れ
を
宗
祖
は
『
開
目
抄
』
・
『
法
華

（
艶
）
（
汚
）

行
者
値
難
事
』
に
お
い
て
は
、
法
華
行
者
値
難
の
先
例
と
し
て
用
い
、
『
観
心
本
尊
抄
』
に
お
け
る
扱
い
は
、
第
一
七
問
の
二
に
あ
つ

（
鯛
）

て
、
智
頭
以
後
の
和
漢
の
人
師
が
智
嶺
を
艇
挫
す
る
を
挙
げ
て
難
じ
、
『
撰
時
抄
』
に
お
い
て
は
、
真
言
批
判
の
「
謡
盗
醍
醐
の
傍
例
」

ツ

ヲ

ス
ス
ル
ノ
・
二
ニ
ノ

ニ
ス
・
ワ
（
ぬ
）

基
法
師
、
、
、
、
、
立
二
一
乗
方
便
三
乗
真
実
之
義
一
。
此
之
邪
義
非
レ
流
二
布
於
震
且
一
日
本
得
一
、
、
、
、
、
盛
談
二
非
義
一
。

（
わ
）
（
和
）
一
花
）

と
述
べ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
白
で
あ
る
。
同
様
の
も
の
が
『
顕
誇
法
抄
』
・
『
持
法
華
問
答
抄
』
・
『
行
敏
訴
状
御
会
通
』
・
『
撰

（
羽
）
（
閥
）
（
浦
）

時
抄
』
・
『
法
華
初
心
成
仏
抄
』
・
『
秀
句
十
勝
抄
』
等
で
あ
る
。

次
に
宗
祖
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
三
一
権
実
論
争
に
お
い
て
、
得
一
は
最
澄
に
よ
っ
て
破
折
さ
れ
た
と
の
見
解
で
あ
る
。
一
例
を
あ

げ
る
と
、
前
引
の
『
曽
谷
入
道
殿
許
御
書
』
の
次
下
に
、

ノ

ノ
ニ
ス
↓
ソ
二

ケ
グ

丁
ン
人
（
だ
）

日
本
得
一
称
徳
天
皇
御
時
盛
談
一
非
義
一
。
愛
伝
教
大
師
悉
破
二
彼
邪
見
一
了
。

（
”
）
（
犯
）
（
”
）
（
帥
）
（
帥
）

と
示
さ
れ
て
い
る
。
類
文
に
『
顕
誇
法
抄
』
・
『
持
法
華
問
答
抄
』
・
『
行
敏
訴
状
御
会
通
』
・
『
撰
時
抄
』
・
『
法
華
初
心
成
仏
抄
』

と
示
さ
れ
て
い
る
。
糖

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。（
師
）
（
鯛
）
（
的
）
（
卯
）

四
に
『
持
法
華
問
答
抄
』
・
『
撰
時
抄
』
・
『
松
野
殿
御
消
息
』
・
『
法
華
初
心
成
仏
抄
』
等
の
「
得
一
の
舌
が
八
つ
に
裂
け
た
」
と

の
記
述
は
、
前
述
の
『
破
邪
弁
正
記
』
に
い
う

三
に
『
守
護
国
界
章
』
の

(I76)



ノ
シ
ヲ
レ
ニ
（
皿
）

東
国
徳
溢
政
一
止
観
宗
一
舌
燗
二
口
中
一
。

と
の
説
に
類
似
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
多
分
こ
の
説
に
し
た
が
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
極
め
て
荒
い
論
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
む
す
び
と
し
て
一
言
述
べ
る
な
ら
ば
、
宗
祖
の
得
一
観
は
、
宗
祖
の
外
相
承
の
師
最
澄

が
、
一
三
権
実
の
問
題
を
大
々
的
な
論
争
と
し
て
展
開
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
非
常
に
ク
ー
ル
な
観
察
態
度
で
あ
る
こ
と
を
ま
ず
も
っ

て
知
る
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
を
愚
考
す
る
に
、

（
鯉
）

仰
源
信
の
『
一
乗
要
決
』
の
冒
頭
の
文
に
明
白
な
通
り
、
当
時
の
仏
教
界
の
通
念
と
し
て
、
一
三
権
実
問
題
は
既
に
け
り
が
つ
い
て
い

す
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。

た
。

側
何
と
い
っ
て
も
宗
祖
の
布
教
上
の
最
大
の
攻
撃
目
標
は
、
反
立
正
安
国
の
動
き
を
す
る
法
然
の
念
仏
に
あ
っ
た
。

砂

な
ど
が
、
挙
げ
ら
れ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

⑧
日
本
仏
教
史
と
い
う
流
れ
に
一
石
（
最
澄
と
の
論
争
）
を
投
じ
た
こ
と
は
認
め
る
と
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
大
勢
が
大
き
く
変
化

へへへ

3 2 1
ｰｰ曹

「
会
三
帰
一
」

法
華
経
（
上
）

″
（
中
）

尚
お
わ
り
に

．
「
開
権
顕
実
」
と
も
い
う
。

一
○
六

一
五
六

(I77)



（
４
）
得
一
は
一
六
七
’
八
頁
の
表
に
よ
っ
て
も
明
白
な
通
り
、
様
食
な
字
を
以
て
書
か
れ
て
い
る
。
一
般
に
は
「
徳
こ
と
記
さ
れ
る
場
合
が
多
い

が
、
拙
稿
に
お
い
て
は
「
得
ご
と
し
て
統
一
す
る
。
な
ぜ
な
ら
宗
祖
は
『
開
目
抄
』
・
『
観
心
本
尊
抄
』
・
『
撰
時
抄
』
等
の
主
要
遺
文
に
お
い
て

「
得
ご
と
記
さ
れ
る
場
合
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

（
５
）
得
一
及
び
三
一
権
実
論
争
に
つ
い
て
の
主
た
る
著
述
は
、
浅
井
円
道
氏
「
日
本
に
お
け
る
伝
承
Ｉ
最
澄
と
法
華
経
」
（
『
講
座
日
蓮
１
』
所
収
）
、

坂
本
六
良
氏
『
徳
一
と
恵
日
寺
』
、
塩
入
亮
忠
氏
「
徳
一
法
師
雑
考
並
に
伝
教
大
師
と
の
論
争
」
（
『
新
時
代
の
伝
教
大
師
の
研
究
』
所
収
）
・
「
守

護
国
界
章
解
題
」
（
『
国
訳
一
切
経
・
諸
宗
部
一
七
』
所
収
）
、
島
地
大
等
氏
「
徳
一
の
教
学
に
就
て
」
（
『
教
理
と
史
論
』
所
収
）
、
薗
田
香
融

氏
『
日
本
思
想
大
系
４
股
澄
』
、
田
村
晃
祐
氏
『
股
澄
辞
典
』
・
「
徳
一
著
作
考
」
（
『
伝
教
大
師
研
究
』
所
収
）
、
常
盤
大
定
氏
『
仏
性
の
研
究
』

等
で
あ
る
。
な
お
拙
稿
は
上
述
の
著
述
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。

（
６
）
大
日
本
仏
教
全
喪
（
以
下
日
仏
全
と
略
称
す
る
）
一
二
九

（
７
）
日
仏
全
七
。
な
お
『
南
都
高
僧
伝
』
の
成
立
時
期
を
一
応
鎌
倉
末
期
と
し
て
お
く
。
そ
の
理
由
は
、
岩
波
の
『
国
掛
総
目
録
』
（
六
’
三
○
三
）

に
「
⑤
東
博
・
茶
図
成
賛
（
鎌
倉
時
代
写
一
軸
、
嘉
暦
年
間
古
文
書
紙
背
）
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
注
目
し
た
結
果
で
あ
る
。

（
８
）
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
尊
卑
分
脈
』
第
二
網
（
以
下
大
系
と
略
称
す
る
）
四
一
七
’
八
。
な
お
注
伽
参
照
。

（
９
）
日
仏
全
七
四

（
皿
）
〃
一
○
九

（
、
）
薗
田
香
融
氏
「
恵
美
家
子
女
伝
考
（
上
）
」
（
三
一
’
三
『
史
泉
』
三
二
号
所
収
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
胆
）
塩
入
氏
前
掲
（
「
徳
一
法
師
雑
考
並
に
伝
教
大
師
と
の
論
争
」
）
著
（
一
五
三
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
週
）
日
仏
全
七

（
Ｍ
）
〃
五
一

（
巧
）
〃
七
四

（
焔
）
〃
一
○
九

（
Ⅳ
）
″
一
二
九

（
咽
）
傍
点
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
塩
入
氏
前
掲
（
「
徳
一
法
師
雑
考
並
に
伝
教
大
師
と
の
論
争
」
）
箸
（
一
五
六
’
八
）
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
の
で
参

（
四
）
伝
全
三
’
七
六

照
さ
れ
た
い
。

(〃8）
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島
地
大
等
氏
『
日
本
仏
教
教
学
史
』
（
七
五
’
一
○
○
）
、
田
村
芳
朗
氏
『
日
本
仏
教
史
入
門
』
（
三
八
’
五
一
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

薗
田
氏
前
掲
（
『
股
澄
』
）
署
（
四
九
二
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一
二
七
（
『
続
群
書
類
従
』
二
九
輯
上
所
収
）

塩
入
氏
前
掲
（
「
徳
一
法
師
雑
考
並
に
伝
教
大
師
と
の
論
争
」
）
（
一
六
二
’
七
一
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

日
仏
全
一
二
九

″
五
一

上
巻
一
五
丁
曇
ｅ
（
大
正
大
学
図
番
館
蔵
）

守
護
国
界
章
（

日
仏
全
一
○
九

″
二
○

〃
一
二
九

伝
全
二
’
六
一
五

守
護
国
界
章
（
伝
全
二
’
二
三
六
）

大
正
蔵
経
五
五
’
二
四
二

″
・
一
一
一
ハ
ニ

″ 日
仏
全
五
一

″
七
四

参
一
○

大
系
四
一
八
七
四
一
○

〃日大
仏系
全四
一七一
○四八
九

日
仏
全
一
○
九

〃〃 一
六
○

一
二
七

九
に
「
門
弟
繁
興
」
と
あ
る
。

七

(〃9）



（
“
）
坂
本
六
良
氏
『
徳
一
と
恵
日
寺
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
妬
）
弘
全
三
’
五
六
五

（
妬
）
日
仏
全
五
一

（
卿
）
〃
七
四

（
妃
）
〃
一
○
九

（
鯛
）
〃
五
一
に
「
全
身
不
し
壊
」
と
あ
る
。

（
卵
）
大
系
四
一
八
に
「
全
身
長
留
子
今
不
燗
壊
云
云
」
と
あ
る
。

（
斑
）
日
仏
全
七
四
に
「
全
身
不
し
壊
」
と
あ
る
。

（
艶
）
〃
二
○
に
「
全
身
不
し
壊
」
と
あ
る
。

急
）
尊
卑
分
脈
（
大
系
四
一
八
）
、
本
朝
高
僧
伝
（
日
仏
全
二
○
）

（
副
）
本
朝
高
僧
伝
（
日
仏
全
二
○
）

（
弱
）
日
本
大
蔵
経
五
’
六
二
五
’
三
○

（
弱
）
田
村
氏
前
掲
（
「
徳
一
著
作
考
」
）
著
（
七
八
二
）

（
研
）
定
遺
二
三
六
一

（
記
）
〃
〃

（
弱
）
田
村
氏
前
掲
（
『
最
澄
辞
典
』
）
編
（
一
八
七
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

ニ

ト

（
帥
）
天
台
宗
全
書
（
以
下
天
全
と
い
う
）
所
収
。
ち
な
承
に
記
す
が
、
『
御
書
抄
』
（
『
日
蓮
宗
全
書
』
所
収
に
は
「
舌
裂
レ
八
云
事
。
破
邪
弁
正
記

畢
シ

ノ
ハ
ノ
ノ
ー
ト
ノ
ノ
シ
テ
▼
〃
〃
垂

云
物
明
タ
リ
。
此
説
堀
川
院
御
宇
山
門
住
侶
真
賢
法
橋
云
人
作
也
。
東
国
徳
溢
破
一
正
観
宗
一
舌
燗
二
口
中
一
云
ヘ
リ
。
」
（
三
九
一
）
と
あ
る
。

ヂ

（
伽
）
天
全
一
八
九
に
「
天
仁
二
年
己
丑
腫
月
黒
半
九
日
甲
午
。
延
暦
寺
天
台
宗
兼
学
真
言
止
観
両
業
末
葉
。
根
本
正
法
蔵
唐
院
真
言
蔵
下
司
釈
薬
鰐
謹

（
砲
）
浅
井
円
道
氏
『
上
古
日
本
天
台
本
門
思
想
史
』
（
八
二
五
）
の
注
⑯
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
館
）
大
屋
徳
城
氏
は
『
寧
楽
仏
教
史
論
』
に
お
い
て
、
「
徳
一
の
著
述
は
鎌
倉
時
代
迄
は
存
在
し
た
と
見
え
、
鎌
倉
初
期
の
著
述
に
性
を
引
用
さ
れ
て

居
る
。
今
二
三
の
例
を
示
す
。
」
（
三
九
六
）
と
記
し
て
、
率
貞
慶
の
『
法
華
開
示
抄
』
か
ら
の
引
文
を
提
示
し
て
い
る
。

（
“
）
定
遺
四
九
八

▽

疏
二
此
記
こ
と
あ
る
。

(I80)
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（
鮪
）
〃
二
七
七

（
錨
）
〃
四
九
八

（
師
）
曾
谷
入
道
殿

（
鉛
）
定
遺
二
五
七

（
的
）
〃
九
○
七

（
和
）
〃
二
五
七

（
Ⅶ
）
〃
二
七
七

（
”
）
〃
四
九
八

（
沼
）
多
一
○
三

（
池
）
〃
一
四
一

（
布
）
〃
二
三
六

（
だ
）
ク
九
○
七

年
で
あ
る
。

〃
匹
拘
八
八

曾
谷
入
道
殿

定
遺
二
五
七

〃
九
○
七

〃
二
五
七

″
二
七
七

二

三

六

四
九
八

一
○
三

一
四
一

許
御
書
（
定
遺
九
○
六
’
七
）

伝
全
二
’
一
八
六
・
一
九
五

定
遺
五
五
八
・
六
○
八

定
遺
二
五
七
‐

ク
ニ
七
七

″
四
九
八

〃
一
○
三
七

〃
二
七
七

〃
七
九
七

ヶ
七
○
八

秒
一
四
一
八

″
一
○
三
七
、
ｌ
八

○
，
Ｉ
一

〃

九
○
七
。
な
お
宗
祖
は
論
争
の
時
期
を
「
称
徳
天
皇
御
時
」
と
明
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
称
徳
天
皇
の
在
位
は
七
六
四
年
’
七
七
○

七
’
八

八

〆

(18I)



付
記
最
後
に
、
か
か
る
杜
撰
な
る
も
の
を
以
て
、
林
是
幹
先
生
の
古
稀
を
記
念
す
る
論
文
と
す
る
こ
と
は
内
心
紐
泥
た
る
も
の
が
あ
る
。
先
生
の
御
寛
恕

を
願
う
と
共
に
、
今
後
の
研
蜜
の
課
題
と
し
た
い
。

な
お
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
は
定
遣
、
『
伝
教
大
師
全
集
』
は
伝
全
、
『
弘
法
大
師
全
集
』
は
弘
全
、
『
恵
心
僧
都
全
集
』
は
恵
全
、
『
大

正
新
脩
大
蔵
経
』
は
大
正
蔵
経
と
そ
れ
ぞ
れ
略
称
し
た
。

へへへ.へへ

9291908988
当一一一画

″
一
○
三
八

〃
一
一
四
二

″
一
四
一
八

天
全
一
九
一

恵
全
二
’
一

(I82)


